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今月の特集は，「COVID-19 時代の眼科診療」で
す。既にこのテーマは，いろいろな雑誌で取り上げら
れています。そこで，本誌では，眼科のサブスぺシャ
リティーごとに現状を語ってもらい異なる視点でこの
問題に切り込んでみました。飛沫感染リスクが専門分
科により異なるのが良くわかり興味深いですが，現状
の問題への悲鳴はどこも同じようです。
綜説は，遺伝性視神経症です。まれな疾患でありま
すが，私たちは最新の知見を吸収する必要があると思
います。遺伝子治療が本格化するのは，間違いなくそ
う遠くはなく，患者さんに質問されることもあるかも
しれません。
また，歴代の『眼科』編集委員である三村先生の投
稿された原著論文 “眼瞼痙攣に対する遮光レンズの有
効性”は，先生の莫大な臨床経験に基づくものであ
り，常に臨床問題に取り組む姿勢に感嘆せざるを得ま
せん。対照群を置いた前向き研究であり，眼瞼痙攣患
者ではその羞明の軽減に遮光レンズは有効であって，
遮光レンズのみで眼瞼痙攣の患者さんが満足してくれ
る可能性に言及しているとても興味ある内容です。
白内障手術のトラブルシューティングもいつも楽し

みな項目です。今回，IOLの前嚢キャプチャーの仕
方について書かれています。個人的には，この方法は
簡便で合併症も少なく，愛用している術式です。さら
に，症例報告もまれな疾患ですが，質の高い詳細な報
告が正確にされていて必読です。
先日，コロナワクチンの 2回目の接種を終えまし

た。これから接種される先生もいるかと思います。私
自身は数日倦怠感が続きました。このことを，通って
いる近くのスポーツクラブでたまたま話をすると，イ
ンストラクターのお兄さんや年老いたおじいさん，皆
さん聞き耳を立ててきました。近頃 “あたらしい日
常”を推奨する話題がしばしばありますが，マスクを
しながらスポーツクラブの屋内を走るなんていうとて
も不健康で変わった光景がむしろ日常に見えてくるこ
の時世，私は到底馴染めない派です。
最近Webの良さを強調する向きが多く，確かにそ
の効率性は，学会のオンデマンド配信を見ると良くわ
かります。ただ，非効率性の一見無駄ともいえる時間
になかに，ふとしたひらめきや思いつきがあり，サイ
エンスのような創造性を必要とする分野には必要なこ
とのように思います。� （門之園一明・記）
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